
令和3年度　年間授業計画 都立第一商業高等学校

単位数 2 対象学年・組

１．目標

・現代社会の基本的な問題について公正に判断する力を養う。

・良識ある公民として必要な能力と態度を育てる。

２．学習内容と学習上の留意点

学期 学習上の留意点 予定時数

・基礎的な事項を中

心に学習を重ね政治

への視野を広める

・世界の主な政治制度 ・具体的な国家を元

に理解を深める 20

・基礎的な事項を中

・日本国憲法の成立 心に学習を重ね、より

深い内容についての

・消費者問題 知識も身につける

・公害防止と環境保全

・社会保障の役割 22

・社会の一員として

・労働者の権利 必要な知識を身に

つけ、社会に参画

する準備をする

    配当時間は一応の目安であり若干の増減はある。

３．授業を受ける上での注意

※生徒が学習する上での学習方法について、具体的に箇条書きで記述する。
① 教科書・ノートを毎時間忘れずに用意する。

② 暗記とともに、考えることにも重点を置く。

③ 授業中の積極的な発言や質問を心がける。

４．評価の観点・方法

※評価の観点と方法についてわかりやすく具体的に記述する。
① 授業態度

② 提出物

③ 定期テスト

以上を総合して、評価を行う。

させる

・昔の消費者問題と現在の消費者問題の違
いを理解させる

・公害と環境問題の違いを理解させる

・日本の社会保制度を理解させる

・日本型雇用慣行の崩壊について理解させ
る

憲法の成立について理解させる

・憲法の基本三原則を理解させる

・民主政治の仕組みと課題につ
い

・労働基本権と労働三法を理解

公民・政治経済

・明治憲法下の政治 ・大日本憲法下の政治と日本国

て理解させる

ついて理解させる

最新　政治・経済 新訂版（実教出版）

１
学
期

２
学
期

・民主政治の成立

3年A・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・F組（選択者）

小林 大輔教科担任

・民主政治の成立と基本原理
に

教科・科目

具体的な指導目標

・民主政治の基本原理

・民主政治のしくみと課題

・日本国憲法の基本原理

・各国の政治体制を理解させる

10

教科書
使用教材

指導内容

・労働問題

３
学
期


